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楽しかった田代七ッ釜祭
　「獅・子舞いと竜神にロマンを求めて」

をタイトルに七ッ釜祭が7月15日行われ、

村内外からの300人でにぎわいました。

五穀豊穣を願った「水とり神事」に始ま

り、神楽の上演、ジャンケン大会など多

彩な催物に、もちや山菜の無料サービス

があり訪ずれた人たちは、楽しい一日を

過しました。
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↑カラスはつつかなくなったけど
　暑さと臭いでたいへんです。

←簡単、便利です。

　生ゴミ処理機

懸磯

灘　 謬

　飯山市の産業廃棄物による水質汚染問題、また

地球的規模で大気汚染や酸性雨問題など騒がれて

いますが、まず身近な環境衛生対策として「ゴミ」

に焦点を当ててみました。

　7月2日から指定袋によるゴミ収集が始まりま

したが、その後どのように変わってきたか各ゴミ

ステーションの状況を追跡するとともにゴミにつ

いて特集します。

増
え
続
け
る

　
　
　
　
家
庭
ゴ
ミ

　
昨
年
、
中
里
村
の
家
庭
か
ら

排
出
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
量
は
、
燃

え
る
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
れ
た
量

が
一
、
四
八
四
ト
ン
、
燃
え
な

い
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
六
〇
六

ト
ン
も
の
分
量
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
一
人
当
り
に
換
算

す
る
と
三
〇
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

一
世
帯
当
り
一
・
ニ
ト
ン
を
超

え
る
ゴ
ミ
を
捨
て
て
い
る
計
算

に
な
り
ま
す
。

　
し
か
も
、
そ
の
量
は
年
々
増

え
る
傾
向
に
あ
り
、
ゴ
ミ
処
理

に
要
す
る
費
用
は
、
年
間
三
千

六
百
八
十
六
万
一
千
円
に
達
し

て
い
ま
す
。

焼
却
場
の
建
設
に
よ
り

更
に
お
金
が
か
か
る

　
今
年
か
ら
、
新
し
い
焼
却
場

の
建
設
に
着
手
す
る
予
定
で
す

が
、
現
在
の
焼
却
施
設
は
一
日

二
十
ト
ン
の
処
理
能
力
で
、
稼

働
し
て
か
ら
既
に
十
八
年
も
経

過
し
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
新

し
い
施
設
は
、
一
日
三
十
六
ト

ン
が
処
理
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

合
わ
せ
て
冷
蔵
庫
や
テ
レ
ビ
、

洗
濯
機
、
畳
等
の
粗
大
ゴ
ミ
処

理
施
設
も
予
定
し
て
お
り
、
一

日
九
ト
ン
の
処
理
計
画
で
す
。

　
ま
た
現
在
の
ゴ
ミ
埋
め
立
て

地
も
ほ
ぼ
飽
和
状
態
に
あ
り
、

ゴ
ミ
の
最
終
処
分
場
も
必
要
と

な
り
、
焼
却
場
、
粗
大
ゴ
ミ
処

理
施
設
、
最
終
処
分
処
分
場
の

三
施
設
建
設
に
か
か
る
費
用
は

二
十
一
億
円
に
も
お
よ
び
ゴ
ミ

処
理
に
は
お
金
が
か
か
り
ま
す
。

ゴ
ミ
の
減
量
に

　
協
力
し
ま
し
ょ
う

　
ゴ
ミ
の
中
身
を
よ
く
調
べ
て

み
る
と
ま
だ
十
分
使
え
る
も
の

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
回

収
す
れ
ば
資
源
化
が
可
能
な
も

の
も
相
当
量
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
努
力
次
第
で
は
、
ゴ

ミ
は
も
っ
と
大
幅
に
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
野
菜
の
切
れ
端
は

み
じ
ん
切
り
に
し
て
ハ
ン
バ
ー

グ
の
具
に
し
た
り
、
冷
や
ご
は

ん
と
一
緒
に
妙
め
て
チ
ャ
ー
ハ

ン
に
す
れ
ば
、
捨
て
ず
に
す
み

ま
す
。
一
番
理
想
的
な
も
の
は
、

生
ゴ
ミ
処
理
機
を
設
置
し
て
自

分
の
家
で
堆
肥
化
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
ゴ
ミ
を
出
さ
ず
に
す
み

ま
す
。

　
ゴ
ミ
問
題
は
、
私
た
ち
一
人

一
人
の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に

み
ん
な
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ゴ
ミ
と

し
て
出
す
前
に
、
ま
だ
使
え
る

も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
か
、

資
源
と
し
て
利
用
で
き
る
も
の

は
な
い
か
な
ど
、
も
う
一
度
考

え
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

積
極
的
に
進
め
た
い

リ
サ
イ
ク
ル
運
動

　
古
新
聞
、
古
雑
誌
、
空
き
缶
、

空
き
ビ
ン
、
古
布
な
ど
の
資
源

を
有
効
に
活
用
す
る
再
利
用

（
リ
サ
イ
ク
ル
）
運
動
を
す
る

こ
と
は
、

①
ゴ
ミ
の
減
量
に
役
立
つ
。

②
資
源
を
大
切
に
す
る
心
が
育
つ
。

③
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　
ン
が
深
ま
る
。

④
美
し
く
住
み
よ
い
環
境
を
つ

　
く
れ
る
。

と
い
っ
た
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
子
供
会
や
P
T
A
が
実
施
す

る
地
域
の
集
団
回
収
に
積
極
的

に
協
力
し
ま
し
よ
う
。

な
ぜ
分
別
集
収
が

必
要
な
の
か

　
家
庭
か
ら
収
集
さ
れ
た
燃
え

る
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
焼
却
炉

で
燃
却
さ
れ
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ

に
つ
い
て
は
埋
め
立
て
処
分
さ

れ
ま
す
。

　
分
別
収
集
は
、

①
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の
が

　
回
収
し
や
す
い
。

②
資
源
回
収
す
る
こ
と
に
よ
り

　
埋
め
立
て
地
の
寿
命
を
伸
ば

　
す
こ
と
が
出
来
る
。

③
燃
え
な
い
も
の
を
無
理
に
燃

　
や
す
こ
と
に
よ
る
焼
却
施
設
の

　
消
耗
と
維
持
管
理
費
の
節
減
。

④
施
設
に
働
く
職
員
の
労
働
安
全

な
ど
の
利
点
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
分
別
収
集
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

別
表
に
指
定
す
る
方
法
で
正
し

く
出
す
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

今
ま
で
に
多
く
寄
せ
ら

れ
た
質
間
に
答
え
て

問
い
　
名
前
の
記
入
の
無
か
っ
た
も

の
、
指
定
さ
れ
た
袋
以
外
の
も

の
で
だ
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
回
収
は

ど
う
な
り
ま
す
か
。

答
え
　
九
月
以
降
に
つ
い
て
は
、
回

収
し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
八
月
ま

で
は
試
験
期
間
と
し
て
、
各
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
を
把

握
し
な
が
ら
回
収
し
ま
す
。

問
い
　
水
き
り
の
悪
い
ゴ
ミ
、
可
燃

物
不
燃
物
混
入
等
に
よ
る
ゴ
ミ

に
つ
い
て
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

答
え
　
前
記
に
同
じ
で
す
が
、
ご
く

一
部
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
得
違

い
を
し
て
い
る
人
が
、
何
気
な

し
に
や
っ
て
い
る
こ
と
が
、
そ

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
管
理
す
る

人
た
ち
に
と
っ
て
、
非
常
に
迷

惑
に
な
り
ま
す
の
で
以
後
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
　
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
そ

の
人
が
、
通
勤
途
中
な
ど
で
ゴ

2
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別表　ゴミの区分と出し方

ゴ　ミ　の　種類 出　　　し　　　方

●指定された乳白のポリ袋でお出

燃
え
る
ゴ
ミ

●台所のゴミ

●再生のきかない紙くず

しください。

●台所のゴミ等￥水分の多いゴミ

は，水分をよく切って，さらに

新聞紙等に包んでから袋に入れ

てください。

（
可
燃
●衣類・皮製品

●大きいゴミは、つぶしたり切った

りして60cm以内にしてくださし㌔

物
） ●燃やせるゴミと金属類のついて

いる（複合）製品は￥燃やせるゴ

ミの部分だけ出してください。

燃 ●プラスチック製品（洗剤・ジュース
嘲』　　．

兀 の容器等で、マルチは含みません） ●指定された透明なポリ袋でお出

な
い
ゴ

●ガラス・せと物（さら・檀木鉢等）

●ビン類（ジュース・酒等）

しください。

●ガラス等で袋が破ける心配のあ

ξ
、 ●小型家庭電化製品（掃除機・電 る物は箱（ミカン箱大まで）に

継
不
燃
物

　気コンロ

＼●コム製品（長ぐつ等で￥タイヤ

　は受け付けません）

入れ、収集運搬に危険のないよ

うにし「キケン」と書いてくだ

さい。

） ●発泡スチロール

●指定された透明なポリ袋でお出
資’一●空カン（スプレー等爆発の危険 しください。

性のある物は￥穴をあけるか， ●金属と木・プラスチック等でで

源 栓を抜いてガスを完全に抜いて きている物は、金属部分だけに
して出してください。

ゴ から出してください） ●ブリキ・トタン等は￥60cm以下
●ブリキ・トタン・ におりたたんでください。

蓄
、 ●金属類（ナベ・ヤカン等） ●空カン等は、丈夫な袋に入れて

□をよくしばってください。

粗
大
ゴ

●大型で4人で頭上へさし上げら

れない製品（テレビ・冷蔵庫等）
●2人で頭上へさし上げられる程

度にして出してください。
毒
、
●目転車・家具・机

有
害
性
ゴ
ミ

●使用済み乾電池 ●各小・中学校、公共施設に設置

された回収箱に入れてください。

ひ
＼
　
　
　 ’

8
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樋ロクニさん
　　（通り山）

ゴミに責任を持つこ

とは良いことです。

　ゴミステーションが2箇所ありますが指定袋

になってからキチンと置かれています。

　以前は、買い物袋などで中身が出たりしまし

たが最近は水きりも良くなっています。他の集

、落の人が通勤時に置いていくこともありました

がそれも無くなつています。指定袋になってか

ら生ゴミ処理機を買った人もかなりいました。

ゴミ処理にたいへんなお金が使われています。

コミは、ただではないことを皆さんからわかっ

てほしい。

◎老昌老
服部君子さん
　　（荒屋〉

ゴミのリサイクル

を考えてほしい。

指定袋になってから、ステーションの整理整

頓が良くなりました。紙の日、なまゴミの日、

金属のEヨ、と奮うように区別してリサイクルで

きるものは利用すべきです。それから、都会で

はないので、生コミ処理機を使い堆肥を作り家

庭莱園などに利用したらどうでレようか。また、

津南のセンターにでも大規模な堆肥施設を作れ

ば採算が取れると思います。何でもかんでも燃

やしていますが、大気汚染のことも考えてほし

いと思います。

夫　答てけ　問を　答て　問らはなの衛　答すれど　問呼とミ例たにて　管なミ
な肥えもるガい参別え下ゴいう地りで生残えながう積いびもをと摂つい明λりを
料
袋
や
、
段
ボ
ー
ル
等
丈

入
れ
物
に
入
れ
て
出
し
て

ラ
ス
や
金
属
類
で
袋
が
破

心
配
の
あ
る
も
の
に
つ
い

指
定
袋
を
使
う
の
で
す
か
。

表
ゴ
ミ
の
区
分
と
出
し
方

考
に
し
て
下
さ
い
。

ミ
の
分
別
の
方
法
を
教
え

さ
い
。

し
て
き
た
ゴ
ミ
を
役
場
や

施
設
組
合
が
も
っ
て
き
た

は
、
い
っ
こ
う
に
改
善
に

ま
せ
ん
の
で
、
最
終
的
に

域
の
方
か
ら
処
理
し
て
も

こ
と
に
し
ま
す
。

み
残
し
て
い
っ
た
ゴ
ミ
は

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
だ

始
末
す
る
よ
う
に
な
り
ま

ら
か
に
よ
そ
の
方
が
出
し

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
ゴ
ミ

い
て
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

、
こ
う
い
う
こ
と
は
具
体

し
て
絶
え
ず
公
表
し
て
ゴ

出
し
た
方
に
知
ら
せ
る
と

に
指
定
場
所
へ
出
す
よ
う

か
け
ま
す
。

置
い
て
い
っ
た
場
合
ど
う

ま
す
か
。

3 広報摺塾症と　　　平成2年8月／0日
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七
月
二
日
か
ら
始
め
た
ゴ
ミ

袋
の
指
定
に
よ
る
ゴ
ミ
収
集
状

況
は
、
別
表
に
よ
る
「
集
落
別
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
態
調
査

表
」
の
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
山
崎
集
落
を
中
心
と
す
る
田

沢
地
区
に
お
い
て
、
指
定
袋
以

外
の
袋
（
黒
袋
、
買
物
袋
等
）

の
使
用
及
び
無
記
名
が
多
く
見

ら
れ
、
こ
れ
ら
は
村
の
全
体
量

か
ら
す
れ
ば
十
パ
ー
セ
ン
ト
強

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
注
目
し
て
い
た
水
き

り
の
悪
い
も
の
、
危
険
物
等
の

混
入
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

集落別ゴミステーション実態調査表
　　　　　　　　調査日（7月2日～8日）

は
、
全
地
域
に
お
い
て
大
幅
に

改
善
さ
れ
、
こ
の
二
週
間
の
ゴ

ミ
の
排
出
状
況
は
、
各
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
も
全
体
的
に
量
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
今
ま
で
ダ
ン
ボ
ー

ル
類
は
箱
の
ま
ま
排
出
し
て
い

た
も
の
を
、
た
た
ん
で
排
出
す

る
こ
と
に
よ
り
か
さ
ば
ら
な
く

な
っ
た
こ
と
と
、
個
々
に
自
己

処
理
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

排
出
し
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
皆
さ
ん
か
ら

指
定
袋
を
使
用
し
て
い
た
だ
き

自
分
の
ゴ
ミ
は
、
各
自
の
責
任

に
お
い
て
排
出
し
、
周
り
に
迷

惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
す
る
と

共
に
こ
の
事
業
を
円
滑
に
発
展

定
着
さ
せ
る
よ
う
ご
協
力
下
さ

い
。

乙
＝
；
∫
＝
＝
・
3
」
＝
。
＝
3
」
＝
＝
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．
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＝
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；
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9
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一
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一
＝
＝
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＝
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＝
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＝
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ゴ
鐵
纏
馨
し
方

九
薗
題

の
、
ゴ
ミ
は
き
ち
ん
と
分
別
し
て

か
ら
出
そ
う
。

二
、
ゴ
ミ
は
決
め
ら
れ
た
日
時
、

決
め
ら
れ
た
場
所
に
出
そ
う
。

三
、
台
所
の
生
ゴ
ミ
は
水
分
を
よ

く
切
っ
て
か
ら
だ
そ
う
。

四
、
危
険
な
ゴ
ミ
（
ガ
ラ
ス
、
！
針

な
ど
）
、
は
厚
紙
に
包
ん
で
丈
夫

な
袋
に
入
れ
「
キ
ケ
ン
」
と
書

い
て
か
ら
出
そ
う
。

五
、
資
源
ゴ
ミ
（
新
聞
、
空
き
缶

な
ど
）
は
集
団
回
収
を
利
用
す

る
か
、
再
資
源
業
者
へ
出
そ
う
。

六
、
再
利
用
で
き
る
ビ
ン
（
酒
ビ

ン
な
ど
）
は
販
売
店
で
引
き
取

指定袋で出されたゴミ7月2日

っ
て
も
ら
お
う
。

七
、
家
電
製
品
な
ど
の
買
い
替
え

の
際
は
下
取
り
し
て
も
ら
お
う
。

八
、
捨
て
る
前
に
も
う
一
度
「
ゴ

ミ
」
か
「
資
源
」
か
を
考
え
よ

う
。九
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
い
つ

も
清
潔
に
。
付
近
で
の
駐
車
は

や
め
よ
う
。

集落名
指定袋以外 無記名 水分過多 混　入

計
可燃 不燃 可燃 不燃 可燃 再燃 不燃

業　　沢 11 19 2 6 38

田　　沢． 38 15 16 11 80

東團沢 6 5 3 14

魏来寺 25 20 12 19 3 79

桂 1 2 2 1 6
上　　慮 54 9 9 2 3 77

田　　中 28 11 3 2 1 45

小　　療 8 19 1 15 14 2 59

干　　溝 42 19 15 8 4 88

薦　‘屋 31 5 5 1 12 1 55

出　　聴 152 30 36 1 11 2 232

通嬢幽 52 14 2 1 6 4 79

箏州新国 1 1 3 5
高這幽 2 3 2 5 12

朴本沢 1 2 1 1 12 17

朴塞灘細 5 5 10

霧之越 6 20 4 6 1 37

鷹　　羽 33 2 35

自羽毛 4 1 2 2 9
東園麗 1 1
角　　聞 1 4 2 1 8
葎　　沢 13 6 4 23

土　　倉 3 9 6 4 6『 28

倉　　下

小　　歯 9 1 3 13

西圃尻 4 6 6 16

芋　　辮 1 9 1 2 13

倉　　俣 19 9 1 9 2 9 49

原L購 2 2
新　　婁 3 3
重　　地 5 8 1 10 9 1 34

溝霞幽 3 1 4
下　　幽 3 3
囲　　代 3 13 3 2 21

新屋敷 1 1

本屋敷 5 4 1 10

堀之内 10 3 1 2 16

宮　　中 8 9 2 9 4 32

誹 500 341 128 134 87 1 63 1，254

も
ら
っ
て
結
構
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
場
合
で
も
出
す
人
の
名
前

を
明
記
の
上
「
キ
ケ
ン
」
と
書

い
て
下
さ
い
。

問
い
　
事
業
所
が
施
設
組
合
に
直
接

ゴ
ミ
を
持
ち
込
む
場
合
、
指
定

袋
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
か
。

答
え
　
自
分
が
出
す
ゴ
ミ
に
た
い
し

て
責
任
と
自
覚
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
か
ら
も
指
定
袋
を
使

っ
て
下
さ
い
。

問
い
　
住
み
郷
で
斡
旋
し
て
き
た
ゴ

ミ
収
集
袋
を
使
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
か
。

答
え
　
使
用
し
た
か
っ
た
の
で
す
が

今
回
の
ゴ
ミ
袋
一
斉
統
一
と
い

う
こ
と
で
使
用
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
他
用
途
に
使
っ
て

い
た
だ
く
か
、
使
用
さ
れ
て
い

な
い
袋
で
一
組
三
十
枚
単
位
に

な
っ
て
い
る
も
の
は
、
住
み
郷

で
引
き
取
り
ま
す
の
で
保
健
課

ま
で
持
参
下
さ
い
。

問
い
　
可
燃
用
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て
ゴ

ミ
の
量
に
よ
り
半
サ
イ
ズ
く
ら

い
の
が
欲
し
い
で
す
が
。

答
え
　
衛
生
施
設
組
合
に
お
願
い
し

今
年
度
中
に
実
施
に
向
け
て
検

討
し
ま
す
。
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水
は
命
の
源

　
当
村
に
は
、
信
濃
川
、
清
津
川
、

釜
川
な
ど
の
河
川
が
貫
流
し
、

昔
か
ら
水
の
恩
恵
を
十
分
に
受

け
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
豊
か
だ

っ
た
水
も
小
雪
が
続
く
近
年
は
、

水
需
要
の
最
も
重
要
な
夏
期
に

お
い
て
、
水
利
権
の
水
量
は
お

ろ
か
魚
類
生
態
、
環
境
保
全
ま

で
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
ど
異
常
渇

”
川
が
死
ん
で
し
ま
う
”
清
津
橋
上
流

水
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
降
雨
が
無
け
れ
ば

地
上
水
の
み
な
ら
ず
伏
流
水
や

地
下
水
ま
で
に
も
影
響
が
出
る

こ
と
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
水
は
、
自
然
が
く
れ
た
貴
重

な
宝
で
す
。
生
活
用
水
、
工
業

用
水
、
消
雪
・
融
雪
用
水
、
水

産
用
水
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
後
は
、
リ
ゾ
ー
ト
事

業
関
係
等
で
更
に
貴
重
な
資
源

と
な
っ
て
き
ま
す
。

※撮影はいずれも7月23日

盟

覇

清
流
は
ど
こ
へ
？

　
頭
首
工
か
ら
水
が
取
れ
な
く

出
穂
期
の
水
稲
に
水
を
か
け
ら

れ
な
い
。
放
流
し
た
ヤ
マ
メ
が

浮
い
た
。
七
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
も

放
流
し
た
稚
鮎
の
姿
が
見
え
な

い
。
留
ま
る
こ
と
な
く
流
れ
て

い
た
清
流
の
面
影
は
ま
っ
た
く

　
　
　
さ
い

無
く
、
寮
の
河
原
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
清
津
川
。
豊
か
だ
っ
た

中
里
村
の
水
資
源
は
ど
こ
へ
行

程島頭首工付近
魚道にわずかに流れるのみ。

三俣（湯沢町）で取水され魚野川へ
この下流には一滴の水も流しません。

籔
　
．
▽
・
人

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
よ
う
か
。

七
月
二
十
三
日
、
水
を
求
め
て

上
流
へ
上
流
へ
と
探
索
し
て
み

ま
し
た
。
釜
川
か
ら
の
水
流
は
、

ほ
と
ん
ど
な
く
、
清
津
峡
の
外

の
沢
、
足
尾
沢
で
の
水
量
で
辛

う
じ
て
流
れ
を
つ
く
っ
て
い
る

と
い
う
状
態
で
し
た
。

　
私
た
ち
の
清
津
川
、
私
た
ち

の
清
流
（
水
）
を
取
り
戻
す
た

め
、
み
ん
な
で
考
え
新
た
な
水

対
策
が
必
要
で
す
。

”
水
は
ど
こ
へ
”
釜
川
・
釜
川
橋
上
流

大
き
く
な
っ
た
大
谷
内
ダ
ム

　
　
籔
職

’
　
！
い

平成2年8月／0日



　
七
月
十
七
日
、
藤
田
五
郎
氏

（
八
十
六
歳
）
は
、
入
院
先
の

小
千
谷
総
合
病
院
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。

　
故
藤
田
五
郎
氏
は
、
大
正
十

四
年
十
一
月
陸
軍
工
科
学
校
卒

業
、
続
い
て
昭
和
八
年
七
月
日

本
大
学
歯
学
部
卒
業
の
後
、
昭

和
二
十
年
に
至
る
間
日
本
国
陸

軍
技
術
大
尉
と
し
て
従
軍
さ
れ
、

各
地
に
転
戦
よ
く
奉
公
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
勲
五
等

の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
年
十
月
歯
科
医
院

を
当
村
に
開
業
し
、
村
医
療
に

尽
く
さ
れ
る
と
共
に
学
校
医
と

し
て
、
永
年
診
療
に
あ
た
ら
れ
、

又
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
旧
田

沢
村
議
会
議
員
と
し
て
二
期
八

年
間
村
政
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま

し
た
。
更
に
昭
和
三
十
三
年
一

月
よ
り
昭
和
四
十
三
年
九
月
に

至
る
十
有
余
年
の
永
き
に
亘
り

中
里
村
教
育
委
員
会
委
員
長
と

し
て
精
励
さ
れ
そ
の
間
村
教
育

行
政
の
発
展
は
も
と
よ
り
、
郡

市
教
育
界
の
重
鎮
と
し
て
大
き

な
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
い
で
、
昭
和
四
十
四
年
十

二
月
よ
り
昭
和
四
十
八
年
十
二

月
に
至
る
間
中
里
村
長
と
し
て

一
期
四
年
間
を
村
行
政
発
展
の

た
め
精
励
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

昭
和
四
十
五
年
に
は
、

林
道
角
間
土
倉
線
開
設
工
事
着

工
、
貝
野
小
学
校
プ
ー
ル
新
設
、

万
年
橋
架
替
、
貝
野
地
区
簡
易

水
道
布
設
、
新
屋
敷
地
区
ほ
場

整
備
、
倉
俣
生
活
改
善
セ
ン
タ

i
新
築
。

昭
和
四
十
六
年
に
は
、

倉
俣
小
学
校
教
室
棟
改
築
、
中

里
村
児
童
遊
園
地
新
設
、
本
屋

敷
地
区
ほ
場
整
備
、
清
田
山
・

市
之
越
両
地
区
簡
易
水
道
布
設
。

昭
和
四
十
七
年
に
は
、

開
拓
幹
線
農
道
上
山
市
之
越
線
・

如
来
寺
豊
里
線
の
舗
装
、
林
道

小
出
角
間
線
開
設
工
事
着
工
、

中
里
村
認
可
保
育
所
新
築
、
中
里

村
干
溝
住
宅
新
築
、
林
道
角
間

線
・
清
田
山
線
の
開
設
、
芋
川

地
区
・
芋
川
新
田
地
区
・
堀
之

内
地
区
ほ
場
整
備
。

昭
和
四
十
八
年
に
は
、

株
式
会
社
中
里
電
子
工
業
の
誘

致
、
十
日
町
地
区
広
域
消
防
発

足
、
十
二
峠
ト
ン
ネ
ル
開
さ
く

工
事
着
手
、
白
羽
毛
地
区
・
程

島
地
区
・
倉
俣
地
区
ほ
場
整
備

等
々
、
短
期
間
に
多
種
多
様
の

事
業
を
果
敢
に
取
り
組
み
村
行

政
発
展
に
多
大
な
足
跡
を
残
さ

れ
ま
し
た
。

　
又
、
昭
和
四
十
七
年
七
月
よ

り
同
五
十
年
七
月
に
至
る
間
中

里
村
農
業
委
員
会
々
長
と
し
て

農
政
発
展
に
も
大
き
く
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
村
長
職
御
退
任
の
後
も
悠
々

自
適
の
生
活
を
楽
し
ま
れ
、
白

チ
ョ
ッ
キ
白
ズ
ボ
ン
の
お
姿
で

会
え
ば
村
民
誰
れ
か
れ
な
し
に

話
し
か
け
、
大
ら
か
で
く
っ
た

く
の
な
い
ご
気
性
は
、
大
勢
か

ら
親
し
ま
れ
、
逝
去
が
惜
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

’
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昭
和
三
十
六
年
以
来
地
域
教

育
の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
「
清

津
寮
」
が
閉
舎
し
ま
し
た
。

　
七
月
二
十
一
日
、
中
里
村
教

育
委
員
会
、
中
里
中
学
校
は
、

こ
の
閉
舎
式
、
惜
別
の
会
を
関

係
者
を
招
き
清
津
寮
で
行
い
ま

し
た
。

　
昭
和
三
十
六
年
一
月
、
当
時

中
学
生
寄
宿
は
文
部
省
か
ら
は

認
め
ら
れ
ず
、
田
沢
中
学
校
第

二
校
舎
と
し
て
落
成
、
そ
の
後

昭
和
三
十
八
年
に
一
部
改
築
し

ピ
ー
ク
時
に
は
百
八
十
人
も
の

生
徒
が
寄
宿
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
中
に
は
、
土
倉
、
倉
下
集
落

の
通
年
の
生
徒
、
ま
た
、
東
田

沢
、
豊
里
の
小
学
校
五
・
六
年

の
生
徒
も
一
緒
で
し
た
。

　
昭
和
五
十
六
、
五
十
九
年
の

豪
雪
の
と
き
に
は
、
新
学
期
の

四
月
、
五
月
ま
で
延
長
さ
れ
た

事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
除
雪
路

線
の
拡
大
に
よ
り
昭
和
五
十
八

年
四
月
に
は
、
通
年
寄
宿
廃
止
、

昭
和
五
十
九
年
か
ら
は
小
学
生

も
自
宅
通
学
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
年
四
月
に
は
、
中

学
校
統
合
に
よ
り
中
里
中
学
校

「
清
津
寮
」
と
な
り
そ
の
年
の

十
一
月
か
ら
は
、
清
田
山
、
田

代
、
’
下
山
の
生
徒
も
入
舎
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
更
に
国
県
村

道
の
整
備
と
除
雪
路
線
の
延
長

に
よ
り
、
平
成
元
年
度
に
は
、

清
田
山
、
田
代
方
面
の
生
徒
の

寄
宿
も
廃
止
と
な
り
、
今
回
、

三
十
年
の
歴
史
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
三
十
年
の
風
雪
に
耐
え
そ
の

目
的
を
達
し
た
寮
は
、
発
展
的

な
解
消
と
し
て
取
り
壊
さ
れ
、

教
員
宿
舎
に
生
れ
変
り
ま
す
。

　
寮
内
は
、
片
側
三
人
用
二
段

ベ
ッ
ド
が
二
人
用
二
段
に
改
築

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
と
は
昔

の
ま
ま
で
し
た
。
一
生
懸
命
磨

い
た
床
、
寂
し
く
て
書
い
た
本

立
て
裏
の
落
書
き
や
柱
の
キ
ズ

な
ど
に
な
つ
か
し
さ
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　
保
護
者
と
し
て
、
ま
た
、
自

ら
通
年
寄
宿
生
と
し
て
謝
辞
に

立
っ
た
山
田
和
成
さ
ん
（
土
倉
）

嚢

は
、
　
「
こ
こ
で
寝
食
を
と
も
に

し
た
寮
生
の
”
清
津
寮
魂
”
は

生
涯
心
に
残
る
で
し
ょ
う
」
と

想
い
出
を
語
り
。
ま
た
、
こ
の

三
月
ま
で
寮
生
だ
っ
た
小
林
功

二
君
（
三
年
）
は
、
　
「
舎
監
の
先

生
や
調
理
員
の
方
に
は
、
僕
達

の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
な
っ

て
い
た
だ
き
学
校
で
は
得
ら
れ

な
い
事
な
ど
を
優
し
く
教
え
て

い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
清
津
寮
生
活
は
、

僕
達
私
達
の
一
生
の
想
い
出
と

し
て
大
き
く
な
っ
て
も
心
の
奥

深
く
忘
れ
る
こ
と
な
く
頑
張
り

ま
す
。
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
清
津
寮
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
述
べ

最
後
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま

し
た
。
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任
期
満
了
に
伴
う
中
里
村
農

業
委
員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
、

無
投
票
で
十
六
人
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
、
村
が
選
任
す

る
委
員
五
人
、
計
二
十
一
人
の

構
成
で
、
三
年
間
に
わ
た
っ
て

地
域
農
業
の
推
進
者
乏
レ
て
尽

力
さ
れ
ま
す
。

　
農
地
を
所
有
し
て
い
る
人
、

農
業
を
営
む
人
に
関
係
の
深
い

農
業
委
員
の
業
務
は
次
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
の
業
務
★

法
令
に
基
づ
く
業
務

一
、
農
地
法
に
基
づ
く
業
務

①
農
地
の
権
利
移
動
に
関
す
る
事

②
農
地
の
転
用
に
関
す
る
事

③
小
作
地
の
所
有
制
限
等
の
事

④
農
地
等
の
賃
貸
借
解
約
等
に

　今わが国の農業は，2／世紀に向けて農業の構造

をどのような展望に切り拓いていくかの重要な時

期にあります。こうしたなかで農家の方々の信望

により選ばれた農業委員で構成される農業委員会

は．農業．農業者の利益代表機関です。苗場山麓

開発￥桔梗原地区基盤整備＼観光とリゾート関係￥

数多くの大問題が山積されています。わが中里村

のこの重大なる時期に中里村農業委員会々長に選

任され責任の重さに身のしまる思いです。皆様万

の暖かいご支援を心からお願いします。

　
関
す
る
事

⑤
標
準
小
作
料
の
事

⑥
和
解
の
仲
介
の
事

二
、
農
用
地
利
用
増
進
法
に
基

　
づ
く
業
務

①
実
施
方
針
作
成
に
際
し
て
の

　
意
見

②
農
用
地
利
用
増
進
計
画
の
決

　
定
に
関
す
る
事

③
利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
の

　
推
進
に
関
す
る
事

④
遊
休
農
地
の
指
導
に
つ
い
て

⑤
嘱
託
登
記
の
事
務

三
、
農
振
法
に
基
づ
く
業
務

四
、
農
地
等
取
得
資
金
、
自
作

　
農
資
金
に
つ
い
て
の
業
務

五
、
農
業
者
年
金
制
度
に
つ
い

　
て
の
業
務

★
法
令
に
基
づ
く
任
意
業
務

農業委員会

会長江ロ耕三

＼

中里村農業委員会委員名簿
　　　　　　　平成2年7月20日現在

①
農
地
等
の
利
用
関
係
に
つ
い

　
て
の
あ
っ
せ
ん
及
び
争
議
の

　
防
止
に
関
す
る
事

②
農
地
等
の
交
換
分
合
あ
っ
せ

　
ん
そ
の
他
農
地
事
情
の
改
善

　
に
関
す
る
事

③
農
業
・
農
村
に
関
す
る
振
興

　
計
画
の
樹
立
及
び
実
施
推
進

　
に
関
す
る
事

④
農
業
技
術
の
改
良
、
そ
の
他

農
業
生
産
の
増
進
、
農
業
経
営

の
合
理
化
及
び
農
家
生
活
の
改

善
に
関
す
る
事

⑤
農
業
生
産
、
農
業
経
営
及
び

　
農
家
の
生
活
改
善
に
関
す
る

　
調
査
研
究
な
ど
。

　
ご
相
談
は
、
地
区
担
当
の
農

業
委
員
又
は
、
事
務
局
に
お
尋

ね
下
さ
い
。

コ
ン
ン
ヤ
こ
こ
ル
ニ
ン
ン
ヱ
ン
ン
ン
ン
よ
よ
お
お
ン
お
ン
い
バ
よ
お
お
よ
り
じ
ぴ
お
む
ハ
リ
の
む
ヰ
お
む
む
ヰ
ぴ
の
む
ハ
ざ
ズ
サ
お
ハ
ほ
ズ
ぎ

グ
ざ
を
ざ
も
ボ
も
り
じ
ら
タ
リ
ゆ
も
が
び
も
ず
ら
デ
も
ゆ
ン
も
ぺ
ご
ヘ
メ
つ
じ
つ
ン
ち
ゲ
ヤ
タ
も
び
も
ノ
ユ
も
こ
ざ
ら
ダ
ヘ
ノ
や
ぱ
ヲ
ぽ
も
グ
ニ
も
タ
も
づ
ち
ポ
ぢ
ダ
も
り
ら
ゆ
も
ウ
な
ゆ
も
が
も
に
ず
へ
ず
も
こ
ゆ
ン
ヤ

｝
｝
痴
ぼ
萎
性
老
振
糞
手
な
お
世
話
｝

ン
も
　
・
f
ρ
二
・
こ
ξ
ζ
｛
ρ
ン
・
’
・
6
款
　
　
ン
・
ρ
・
θ
　
ご
’
｝
：
噂
ζ
6
》
・
＝
6
、
’
；
、
ゲ
、
θ
、
9
、
夕
：
も
’
》
臨
’
；
」
亀
＝
ご
σ
亀
ζ
6
、
‘
二
｝
、
’
、
θ

’
》
b
ご
こ
二
こ
ζ
＝
二
ζ
ζ
：
こ
＝
θ
賠
こ
こ
こ
篇
ニ
ミ
。
、
＝
こ
ζ
ζ
二
こ
ζ
：
：
＝
ご
ζ
9
、
＝
’
】
、
ζ
ζ
θ
、
こ
ご
ζ
ζ
；
ζ
ζ
ミ

も
グ
ち
ダ
ヤ
ク
ち
タ
も
ゆ
ヘ
ヴ
ち
び
ヤ
コ
ヤ
ぽ
ヤ
ダ
ヘ
ダ
ヘ
ご
も
タ
も
づ
な
ノ
や
ク
し
ソ
ヤ
ゆ
も
が
も
ゆ
ヘ
ヂ
も
づ
も
び
ヤ
ド
え
ず
ヘ
グ
モ
か
ヤ
リ
ら
メ
ヤ
げ
ヤ
タ
ち
ジ
ヘ
ご
ね
ボ
ヘ
ヴ
ぢ
す
キ
づ
ヘ
ポ
ち
ぜ
も
グ
ヘ
げ
ち
ご
ち
ご
ち
ご
ら
ず
ヤ
ノ
ヤ
ノ
ヘ
ノ
ち
ノ

ダ
も
ご
へ
が
ゑ
ボ
ヘ
バ
モ
こ
ゆ
け
し
ゅ
ち
ぴ
ゆ
タ
も
ノ
も
ワ
も
こ
ゆ
ら
び
ン
も
ヂ
も
ジ
ヘ
メ
ヤ
ナ
も
ク
ニ
ら
ほ
ク
も
ク
も
ざ
へ
ぎ
も
メ
ヘ
げ
へ
す
ヘ
ク
も
ゆ
ら
げ
や
ゆ
も
こ
こ
こ
こ
ゆ
コ
コ
ら
ご
こ
ご
ク
シ
じ
き
ヤ

㎜
講
座
釜
…
叢
四
饗
修
羅
懸
｝
羅
羅
｝
灘
灘

）
よ
二
：
も
｛
ζ
ζ
『
｛
｛
£
＝
こ
ζ
こ
こ
ζ
；
＝
＝
9
；
；
：
：
3
ン
コ
訓
＝
：
言
ン
・
二
＝
こ
＝
く
ζ
ζ
こ
‘
＝
＝
く
（
く
く
’

9
も
o
も
声
亀
θ
、
ρ
、
∂
、
‘
も
6
魁
，
も
，
職
卓
、
σ
も
θ
、
ρ
も
’
、
‘
、
，
、
ノ
魁
3
庵
6
も
θ
、
，
、
’
馬
‘
も
，
、
，
、
’
も
－
婚
◎
馬
砂
、
疋
賢
’
庵
伊
、
‘
、
ゆ
も
4
馬
’
噺
穿
馬
ザ
魅
’
、
’
塾
’
噂
’
馬
伊
も
ρ
亀
ρ
魁
σ
、
5
も
θ
、

、
’
、
ノ
、
o
“
‘
馬
∂
曳
’
喚
9
も
9
馬
0
も
f
亀
6
喚
ゆ
も
’
も
’
も
’
へ
ρ
、
’
、
♂
、
’
、
μ
噺
“
も
6
煽
9
、
θ
、
6
、
’
複
ρ
、
’
職
’
賢
ρ
、
θ
、
θ
、
ρ
、
ゆ
も
♂
馳
“
瓢
9
も
o
驚
’
順
’
、
ρ
、
ρ
、
ρ
、
θ
隔
θ
魅
6
㌔
6
馬
σ
傷
9

お
年
寄
り
と
同
居
し
て
い
る
。

近
所
な
ど
に
痴
ほ
う
性
老
人
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
痴
ほ
う
性
老
人
の
世

話
に
役
立
ち
た
い
。
と
し
て
、

開
か
れ
た
こ
の
講
座
に
三
十
四

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
四
日
間
講
座
の
最
後
と
な
っ

た
七
月
四
日
、
十
日
町
保
健
所

長
よ
り
「
講
座
で
学
ん
だ
こ
と

を
地
域
で
活
用
さ
れ
る
よ
う
期

待
し
ま
す
。
」
と
一
人
一
人
に
修

了
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

委員氏名
住所
年齢

元・前・

新の別
選出区分 担当区域集落

会　長

江口耕三
干　溝 55 前 議会推薦

職務代理者

村山幸治
田　沢 57 前

　／－！’「「

選挙委員 芋沢・田沢
東田沢

樋口・一三『通り山 57 前 選挙委員
通り山・桔梗原・
芋川新田

関沢　　寛 倉　下 48 新 選挙委員 葎沢・小出・倉下・土倉

南雲吉孝 堀之内 51 新 選挙委員 堀之内

広田克弘 小　原 56 新 農協推薦 小原・桂

高橋　　正 倉　俣 52 新 選挙委員 倉　俣

樋口富行 荒　屋 39 前 選挙委員 山崎・荒屋

鈴木軍平 重　地 53 新 選挙委員 重地・牧畑

鈴木正信 芋　川 57 前 選挙委員 芋　川

阿部一男 新屋敷 50 新 選挙委員 新屋敷

吉楽喜彦 宮　中 64、 前 選挙委員 宮　中

大島清治 新　里 62 新 議会推薦 原町・新里

吉楽芳和 上略山 56 前 選挙委員 上山・田中

広田広勝 高道山 52 新 選挙委員 高道山・朴木沢・市之越・鷹羽

広田　　博 小　原 53 新 選挙委員 干　溝

服部正信 如来寺 53 新 選挙委員 如来寺・豊里

山田勝義 程　島 49 新 選挙委員
朴木沢新田・
白羽毛・程島

南雲宗司 程　島 60 元 共済推薦 東田尻・西田尻・西方・角間

山田要作 清田山 58 新 選挙委員 清田山・下山・田代

井ノ川敏夫 本屋敷 57 前 議会推薦 本屋敷

　
講
座
内
容
は
、
精
神
科
の
医

師
の
講
議
や
調
理
実
習
、
ま
た
、

五
日
町
病
院
で
の
実
習
等
で
、

お
年
寄
り
の
看
護
に
つ
い
て
の

基
礎
を
修
得
し
ま
し
た
。

　
修
了
式
前
の
体
験
発
表
で
は
、

思
い
や
り
あ
る
生
活
で
早
期
に

痴
ほ
う
を
発
見
し
て
適
切
な
処

置
を
し
て
や
り
た
い
」
「
地
域
ぐ

る
み
で
会
話
の
機
会
を
つ
く
っ

て
あ
げ
た
い
」
「
こ
れ
か
ら
の
介

護
に
自
信
が
つ
い
た
」
等
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

平成2年8目／0日広報1屡勃費’
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顎、ムロ

轟　鱗撫灘鯵　　　夢懲騨
負けるな　女性パワー

だれかな？引っ掛かったのは…ドンマイ、ドンマイ

．顯韻難
1どちらも見事な応援でした

蕪
蕪蝿

．癌羅婦

　7目29日（日）、第14回村民体育大会が中里中学校グランドで

真夏の太陽が照りつけるなか約2干人が参加し、流れる汗に

闘志を競いあいました。

　例年通り村内を6チームに分けられたこの大会は、各チー

ムとも趣向を凝らした応援のなか、最後まで息の抜けない白

熱した戦いで繰り広げられ、接戦の末メインの村民大リレー

で昨年に引き続き第6チームが大逆転優勝を果たしました。

　また応援賞には、甲乙つけがたく、最優秀賞の外に3つも

の賞が出されました。

　楽しみの昼食時間には、田沢小学校の鼓笛隊がグランドい

っぱいに広がりマーチを披露してくれました。

▼成績　優勝＝第6チーム（貝野地区）1，827点　　第二位＝第

5チーム（倉俣地区）1，747点　　第三位二第3チーム（干溝、荒

屋、山崎、通り山、桔梗原、芋川新田）1，742点　▼応援賞　最優

秀賞＝第3チーム敢闘賞＝第4チーム（清津狭・高道山地区）

努力賞二第1チーム（芋沢、田沢、東田沢、桂、如来寺、豊里）

努力賞＝第2チーム（上山、田中、小原）

↑大声援がとび勝敗を分けた村民大リレー
どうだいこの勢い↓

　　　　　＿難鰯無撚鍵一

　　　　　　カじ　　　　　　　　　　ノ
ボクの進むとおりについてくるんだヨ

慎重に入れた方が早いのだ

　　　．轟灘欝蝉講

　　　　i轍．
リズムにのった応援

難
聾

獅 　
　
　
　
　
　
　
曝

　
　
　
　
　
　
　
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
撚
　
　
　
臨

8



里
中
か
ら
全
国
大
会
へ
四
名
出
場

　
七
月
十
九
日
、
十
日
町
市
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
第
三
十
六

回
全
日
本
中
学
生
通
信
陸
上
競
技
新
潟
県
大
会
で
中
里
中
か
ら
富
井

徹
（
市
之
越
）
、
高
橋
裕
彦
（
荒
屋
）
、
根
津
茂
（
桔
梗
原
）
、
竹

藤
さ
ゆ
り
（
芋
川
）
、
の
四
選
手
が
全
中
参
加
標
準
記
録
を
突
破
し
、

出
場
権
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
富
井
君
は
、
昨
年
ま
で
千
五
百
層
に

二
年
連
続
出
場
、
今
年
は
共
通
三
千
材
に
と
三
年
連
続
出
場
と
い
う

快
挙
に
な
り
ま
す
。
全
国
大
会
は
、
八
月
十
七
か
ら
十
九
日
ま
で
四

国
の
徳
島
県
鳴
門
市
で
開
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
七
月
五
日
長
岡
市
営

陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
た
中
越
地
区
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
で
も
、

次
の
好
成
績
を
上
げ
八
位
ま
で
が
県
総
体
に
出
場
し
ま
し
た
。

根津　茂君　高橋裕彦君　富井　徹君竹藤さゆりさん

◎
通
信
陸
上
大
会

（
種
目
）
（
順
位
）
（
○
内
は
学
年
）

▼
男
子

百
㌶
　
　
一
位
　
高
橋
裕
彦
②

　
　
　
（
大
会
タ
イ
・
全
中
）
n
秒
3

千
五
百
㌶
二
位
　
根
津
　
茂
①

　
　
　
（
全
中
）
4
分
3
1
秒
8

共
通
三
舌
二
位
　
富
井
　
徹
③

　
　
　
（
全
中
）
9
分
2
秒
6

▼
女
子

共
通
八
再
川
四
位
　
竹
藤
さ
ゆ
り
③

　
　
　
（
全
中
）
2
分
1
8
秒
〇

　
　
　
　
六
位
　
高
橋
寛
子
③

　
　
　
（
北
信
越
）
2
分
1
9
秒
5

◎
中
越
地
区
陸
上
競
技
大
会

▼
男
子

百
材
　
　
一
位
　
高
橋
裕
彦
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
秒
6

二
百
材
　
三
位
　
高
橋
裕
彦
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4
秒
3

千
五
百
材
一
位
　
富
井
　
徹
③

　
　
　
　
　
　
　
4
分
2
1
秒
〇

　
　
　
　
二
位
　
服
部
清
高
③

　
　
　
　
　
　
　
4
分
2
4
秒
2

三
千
屑
　
一
位
　
富
井
　
徹
③

　
　
　
　
　
　
　
9
分
1
8
秒
4

　
　
　
　
四
位
　
服
部
清
高
③

　
　
　
　
　
　
　
9
分
2
3
秒
2

砲
丸
投
　
八
位
　
斉
喜
真
琴
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
材
1
9

▼
女
子

八
百
材
　
二
位
　
竹
藤
さ
ゆ
り
③

　
　
　
　
　
　
　
2
分
2
3
秒
8

　
　
　
　
三
位
　
高
橋
寛
子
③

　
　
　
　
　
　
　
2
分
2
9
秒
4

千
五
百
層
一
位
　
竹
藤
さ
ゆ
り
③

　
　
　
　
　
　
　
4
分
4
9
秒
9

　
　
　
　
四
位
　
高
橋
寛
子
③

　
　
　
　
　
　
　
5
分
㎝
秒
4

　
　
　
　
八
位
　
村
山
明
子
②

　
　
　
　
　
　
　
5
分
n
秒
4

◎
中
越
地
区
球
技
大
会

▼
野
球

　
一
回
戦

　
中
里
中
O
－
6
長
岡
宮
内
中

▼
卓
球
（
団
体
戦
）

　
一
回
戦

　
中
里
中
3
1
1
加
茂
葵
中

　
二
回
戦

　
中
里
中
O
1
3
長
岡
西
中

　
　
　
（
個
人
戦
）

　
　
　
　
三
位
鈴
木
努
③

　
　
　
　
　
　
　
（
県
総
体
出
）

　
　
　
　
五
位
村
山
勝
③

　
　
　
　
　
　
　
（
県
総
体
出
）

広
田
朋
子
さ
ん

砲
丸
投
げ
で

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

　
新
潟
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ

た
北
信
越
陸
上
大
会
砲
丸
投
げ

で
広
田
朋
子
さ
ん
（
小
原
・
津
南

高
三
年
）
が
、
五
位
（
記
録
十
一

m
O
八
）
に
入
賞
し
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
（
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
）
の
切
符
を
獲
得
し
ま

し
た
。

　
右
足
首
関
節
捻
挫
で
ベ
ス
ト

コ
ン
デ
シ
ョ
ン
で
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
自
己
記
録
を
更
新
し

て
の
う
れ
し
い
入
賞
で
し
た
。

　
七
月
三
十
一
日
か
ち
八
月
四

日
の
五
日
間
、
仙
台
市
の
宮
城

野
原
公
園
総
合
運
動
陸
上
競
技ガンバレ！広田選手

癖

23日＼県体育指導員連絡協議会は，

将男さん（通り山）を体育功労とし
　
　
　
の

　
　
　
た
体
体
た

　
　
　
し

　
　
　
ま

　
　
　
し

月
川
彰
れ
地
表
之
き

6
之
表

　
井
て
　これは，村体育指導員として長年にわた

り＼地域社会体育の普及振興に尽力したと

して表彰されたものです。

　井之川さんは，「これからも，だれでも

ができるスポーツの推進と＼若い指導員の

育成に力を注ぎたい」と意欲的でした。

場
で
行
わ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
出
場
し
ま
す
。

　
「
大
会
で
は
、
一
投
一
投
フ

ォ
ー
ム
に
注
意
し
、
気
持
を
集
亀

中
し
て
投
げ
た
い
」
と
猛
暑
の

な
か
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

テ
ニ
ス
大
会
で
優
勝

　
七
月
一
日
、
十
日
町
市
営
城

ケ
丘
で
行
わ
れ
た
十
日
町
オ
ー

プ
ン
ダ
ブ
ル
ス
大
会
で
、
阿
部

等
（
高
道
山
）
、
湯
沢
一
夫
（
十

日
町
）
の
コ
ン
ビ
が
、
ま
た
七

月
八
日
、
津
南
町
中
津
川
運
動

公
園
で
行
わ
れ
た
津
南
町
長
杯

シ
ン
グ
ル
ス
で
は
、
江
口
耕
樹

（
干
溝
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

し
ま
し
た
。

里
中
吹
奏
楽
部

県
大
会
へ

　
第
十
八
回
全
国
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
県
予
選
中
越
大
会
が
七

月
二
十
九
日
㈲
長
岡
市
立
劇
場

で
行
わ
れ
、
B
の
部
（
三
十
五

人
以
下
）
で
中
里
中
吹
奏
楽
部

が
見
事
金
賞
に
輝
き
県
大
会
の

切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　
演
奏
曲
目
は
、
組
曲
「
道
化

師
」
よ
り
I
H
皿
X
（
カ
バ
レ

フ
ス
キ
ー
作
曲
）
で
し
た
。

　
審
査
講
評
の
な
か
で
高
い
評

価
を
得
、
八
月
十
一
日
の
県
大
会

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

平成2年8月／0日広報磐”宣と：9



1o

爾
脇
藤
，

⑭

、〆騨沸鍛学難，ん

　わたしは￥一りん車に乗ってい

る所を書きました。

　くろうしたところは￥足を曲げ

てる所でした。もう一つは，まど

の外の色でした。

上原淳一くん（2歳）⑭
　忠司・文子夫婦の長男（上山）

　ジュンちゃんで一す。ぽく￥車

や機械のおもちゃが大好き，機械

の名前いっぱい知ってるよ。歌も

好きで．ちびまるこちゃんの歌を

歌えるんだ（ピーヒャラ、ビーヒ

ャラ）。食べ物は好き嫌いがなく，

なんでも食べられるよ。お父さん

とお田さんは￥健康で素百で人に

好かれる子供になってほしいんだ

つて。

．
編
癬
　
翻
翻
羅

聾

少
年
リ
ー
ダ
ー
研
修
に

　
　
　
　
　
　
　
四
十
六
人

　
六
月
三
十
日
㈹
か
ら
七
月
一
日
㈲
一
泊

二
日
の
日
程
で
、
巻
町
の
県
青
少
年
研
修

欝
灘
．

灘
灘
肇
票

擁
蛋
酪

翻
　
蝋

照
　
難

棄

，騰．麟臨義

　　　　　　　繋
　　　　　騨　　　醗　　黛

21世紀のリーダーたちです。（センター庭先で）

セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
中
里
村
公
民
館
、

子
供
会
・
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会
の
主

催
に
よ
る
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
行

わ
れ
、
村
内
の
小
学
生
た
ち
四
十
六
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、
村
内
の
子
供
た
ち
の
相

互
交
流
を
図
り
、
ま
た
共
同
生
活
や
野
外

活
動
を
通
し
て
、
規
律
正
し
い
生
活
習
慣

を
身
に
つ
け
、
共
同
、
友
愛
、
奉
仕
の
精

神
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
灯
時
間
が
過
ぎ
て
も
眠
れ
ず
に
騒
い

だ
こ
と
、
同
じ
研
修
に
来
て
い
た
弥
彦
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
か

の
小
学
生
と
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
で
喧
嘩
し
た

こ
と
、
面
白
か
っ
た
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、

新
し
い
友
達
も
で
き
楽
し
か
っ
た
こ
と
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
経
験
と
思
い
出
を
残
し

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

高
橋
パ
ツ
ミ
さ
ん
（
中
国
残
留
者
）

望
郷
の
念
に
「
額
」
を
寄
贈

　
七
月
十
八
日
、
中
国
黒
竜
江
省
ハ
ル
ビ

ン
市
の
高
橋
ハ
ツ
ミ
さ
ん
（
干
溝
高
橋
義

雄
さ
ん
の
姉
）
は
、
牛
の
角
を
材
料
に
ひ
ょ

う
た
ん
を
形
ど
っ
た
中
国
工
芸
品
の
「
額
」

を
村
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
今
ま
で
に
お
世
話
に
な
っ
た

役
場
や
皆
さ
ん
に
感
謝
す
る
と
共
に
ふ
る

さ
と
の
記
念
に
と
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
昭
和
五
十
三
年
の
初
帰
国
か
ら
今
回
で

四
回
目
の
帰
国
と
な
っ
た
ハ
ツ
ミ
さ
ん
は
、

一
人
で
中
里
村
ま
で
来
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
帰
国
す
る
度
に

「
道
路
や
家
が
き
れ
い
に
な
り
ビ
ッ
ク
リ

す
る
こ
と
ば
か
り
で
す
」
と
ハ
ッ
キ
リ
し

た
日
本
語
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

村長に「額」を手渡す高橋ハツミさん

わたしの

ふ
る
さ
と

⑳
堀之内

中島正朔さん

秋
田
県
仙
北
郡
千
畑
町

　
私
の
故
郷
は
秋
田
県
で
す
。

大
曲
駅
よ
り
バ
ス
に
ゆ
ら
れ
る

こ
と
さ
ら
に
4
0
分
、
東
北
の
片

隅
の
農
業
地
帯
で
あ
り
ま
す
。

　
見
渡
す
か
ぎ
り
一
面
の
稲
の

青
、
点
々
と
家
畜
用
の
サ
イ
ロ
、

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
所
々
に

湧
水
が
出
ま
す
。

　
幼
い
頃
は
、
畑
か
ら
も
ぎ
た

て
の
胡
瓜
を
冷
し
て
は
、
お
や

つ
が
わ
り
に
丸
か
じ
り
し
た
も

の
で
す
。
貧
し
い
な
が
ら
も
屈

託
な
く
穏
や
か
な
日
々
で
し
た
。

　
今
で
も
、
故
郷
の
言
葉
を
耳

に
す
る
た
び
、
澄
み
き
っ
た
空

気
を
思
う
た
び
、
心
安
ら
ぐ
こ

と
し
ば
し
ば
で
す
。

　
縁
あ
っ
て
、
こ
の
中
里
村
を

第
二
の
故
郷
に
も
つ
身
と
な
り

ま
し
た
。
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
、
開

発
の
著
し
い
今
日
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
育
つ
多
く
の
幼
い
子
ら

に
も
心
暖
ま
る
思
い
出
の
詰
ま

っ
た
故
郷
を
残
し
た
い
と
祈
る

こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。

青森県
＿』慶』

　
県
　
手
　
岩
　
　
　
町

　
　
　
購
蜘

穣
鍵
織
．
．
驚



毘い出の一枚

樋口芳一さん
　　（荒屋）

昭翻籠葎縫開設叢識た翻沢鱒学校の寄窟書薙第

叢校書鎌は、通無入霧が盤禽．倉事鐙、蓬の馨節

醸は璽縫蘂幽沢．豊鍵《轡5か癒澱墾欝建越．自遡

竈以購の嘩営盤が入霧滋た。鱈和鞠葎前後懲総勢

鰹α太を超える数℃、鷺嚢健入の居室鴬嚢が全都満

翼縷近い状態であり、生縫はもちるん、受入れる

翻も大変なもので奮臼がまるで火事場のよう嶽あ

りさまだった。秘は噸年冬から馨節の禽監として

ずっと勤務して来たが、書も数難前車璽中学に引

継がれ．今、その役圏を了え先臼解体さ載たQ

その闘、多くの生徒が笑い、泣き、生活し卒業

して行った。讐糞は汰変だった鞠年代のある騰期

の調理翼の箔々鐙ある。

辮
燃

共
和
会
強
し
四
連
覇

　
第
九
回
中
里
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
七
月
二
十
七
日
、
倉

椰

俣
小
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
猛
暑

の
な
か
熱
戦
の
末
共
和
A
チ
ー
ム
（
宮
中
）

が
四
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

二
位
　
共
和
B
チ
ー
ム
（
宮
中
）

三
位
　
長
生
B
チ
ー
ム
（
山
崎
）

郡
市
消
防
大
会
で

　
　
　
　
　
　
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

　
七
月
二
十
二
日
、
十
日
町
市
の
生
鮮
食

品
市
場
で
第
十
九
回
県
消
防
協
会
中
魚
沼

地
区
支
会
の
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
郡
市
内
か
ら
選
抜
さ
れ
た
自
動
車
の
部

（
四
チ
ー
ム
）
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
（
五
チ
ー

ム
）
が
参
加
し
、
号
令
に
合
わ
せ
キ
ビ
キ

ビ
し
た
動
き
で
競
技
を
進
め
、
自
動
車
の

部
で
は
、
中
里
村
消
防
団
本
部
分
団
第
一

班
が
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
、
第
一
分

団
第
一
部
第
三
班
の
如
来
寺
チ
ー
ム
が
そ

れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

役場村長室にて

大
島
達
也
君
砂
防
治
水

コ
ン
ク
ー
ル
で
治
水
協
会
賞

　
七
月
十
日
、
大
島
達
也
君
（
中
一
、
芋

川
新
田
）
は
、
土
砂
災
害
防
止
に
関
す
る

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
（
ポ
ス
タ
ー
の
部
）
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
た
め
県
砂
防
協
会

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
小
学

校
五
年
生
の
と
き
に
、
砂
防
堰
堤
を
自
分

の
イ
メ
ー
ジ
で
描
い
て
応
募
し
た
も
の
で

す
が
す
で
に
中
学
一
年
生
と
な
り
少
し
ビ

ッ
ク
リ
し
た
様
子
で
し
た
。

り
関
沢
久
　
大
さ
ん
刊

ワ
　
　
美
江
子
　
愴

きっかけは……り土倉に住んでいた人なので、昔

　　　から知っていました。ワ石打のドライ

　　　ブインで働いていたころ、仲人さんか

　　　ら紹介されたのがきっかけです。
第一印象は……りこの人なら俺につくしてくれる

　　　と思った。ワロかずが少なく、あまり

　　　話をしない人だなあと思いました。
交際中は……り石打や湯沢方面の喫茶店に良く行

　　　きました。
お互いへの要望……り健康でいてくれればそれで

　　　いい。ワもう少し、子供たちをレジャ
　　　ーや旅行に連れて行ってやってほしい。
子育てのモットー……り他人に迷惑をかけないよ

　　　うに、明るく伸び伸び育ってほしい。

　　　ワ元気に育ってほしい。
村への要望……り子供たちが将来、．村に定着でき

　　　るような企業誘致、村づくりをしてほ

　　　しい。ワ子供たちが遊ぶ場所といった
　　　ら道路くらいしかないので、伸び伸び
　　　と遊べる場所を作ってほしい。
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異
常
渇
水
に
よ
り
水
道
の
水
源

水
量
が
不
足
し
て
お
り
ま
す
。

豹鋤ら菅

　本格的な夏を迎え、水による事故が

多くなる季節となりました。

　J　R信濃川発電所では、河川におけ

る水難事故防止のため、宮中取水ダム

から小千谷市千谷島までの信濃川沿岸

にダム放流警報用サイレン、スピーヵ

一を設置してあります。ダムから水を

放流するときは警報致しますので、早

めに安全な場所に退避して下さい。尚

サイレン、スピーカーに気づかなくて

も増水してきたら急いで退避するよう

お願い致します。

　次のようなときは増水が早いので十

分注意して下さい。

◆台風などによる集中豪雨で河川が増

水し、ダムから放流するとき。

◆発電所の設備が故障し、調整地の余

水路から放流するとき。

　子供たちだけの川遊びは非常に危険

です。危険な遊びを見かけたら一声注

意して、子供を水の事故から守りまし
ょう。

一いハ

　新潟県男子警察官（高校卒）を次の

要領で募集しております。

採用予定日　平成3年4月1日
応募受付期間　7月9日～9月1日

受験資格昭和38年4月2日から昭
和48年4月1日までに生まれた男子で
高校卒業程度の学力を有する者。ただ

し学校教育法による大学（短期大学を

．除く）を卒業した者、または平成3年3

月31日までに卒業する見込の者を除く。

試験日時、場所

1次試験（新潟、長岡、上越、新発田市）

　9月16日（日）

2次試験　新潟市

　10月下旬

申し込み手続き

　申込み用紙は、警察署、派出所、駐

在所にありますのでお申し出下さい。

　小学校、低・中・高学年向き、かがく

のアルバム全104巻が公民館図書室に入

りました。お気軽にご利用下さい。

内容一例

　天体9巻、虫22巻、鳥13巻、動物25

巻、植物21巻、地学10巻、別巻（夏休

み昆虫かんさつ、夏休み植物かんさつ、

四季のお天気、野鳥かんさつ）などです。

ゆ　　　10月1日は、
6、6

　　　国勢調査。

10月1日、全国一斉に、5年に一度

の国勢調査が行われます。日本に
住んでいるすべての人が対象です。

ご協力をお願いします。

　　　総務庁統計局
数字から　描く日本の　ゆめ・みらい

　ハローワーク十日町職安では、新規

学卒者の地元就職の促進と、地元出身

で県外在住者のUターン就職に力を注

いでおります。各市町村にも「Uター

ン情報コーナー」を設置し、Uターン

登録をして頂いております。登録した

方には安定所から地元の希望する求人

情報を提供したり、再就職の相談に応

じています。

　ご家族、ご子弟の方で地元にUター
ン就職をさせたい場合は、お盆に帰省

の折にでもUターン登録制度をお勧め

下さい。

　問い合わせ及び連絡は、ハローワー

ク十日町職業安定所まで

　暦0257－57－2407

公民館では、紙芝居10巻を購入しま

した。内容は世界のおはなしシリーズ

灘靱

雛毒う團慶

雛（南雲辮長女）堀之内

鶴（樋・磐ろ聞長男）小原

雛（廣田碧長女）小原

紬（羽鳥辮長男）新屋敷

糧（南雲輩理肇長女）堀之内

輪（富井辞二女）干溝

鵬餐儲圃 慧
敷
町
　
　
　
沢
地
山
中
寺
山
俣
溝
沢
中

鋸
響
田
重
下
田
響
干
田
宮

　
　
　
　
　
）
　
）
　
）
　
）
　
）
　
）
　
）
　
）
　
）
　
）

　
　
　
　
　
6
9
5
6
6
4
3
5
2
6
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※掲載を希望されない方は届出

　の際に申し出て下さい。

墓灘霧設饗論黛嵯窯i適i嚢簸φ購i報iiilき

校行事等でぜひご活用下さい。

　　　　　　内　容
　くれよんのはなし、おはなしおはな

し、ターちゃんとペリカン・海へびサ

イラス、ルピナスさん、クレオパトラ

のそりすべり、クリスティーヌといわし
　　　　　　　　’などです。問い合わせは盈63－2493へ

●飲酒運転検挙者数　　　5人

●無免許運転違反者数　　2人

●事故発生件数　　　　　9件

●死亡事故ゼロ　　　　336日

（7月末累計）

善意をありがとう
香典返し

通り山　樋口忠男さん　30，000円

田　中　川田秀雄さん　30，000円

倉　俣　斎喜和彦さん　50，000円

記念切手
　　　　　　さとし
芋川高橋叡さん
桔梗原　樋口孝正さん

㌍
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　中魚沼農業共済組合では、平成3年4

月に採用する一般職員を募集します。

募集条件

1．中里村より2名

2．昭和39年4月2日から昭和48年4
　　月1日までに生まれた者。

3．高等学校卒業（見込）以上の学歴

　　を有する者。

4．職務の性質上男性に限る。

申込期問　8月5日から9月5日まで
試験内容

（筆記試験）日時：平成2年9月19日

㈱午前8月30分受付　場所：新潟市川

岸町　新潟県農業共済組合連合会

（面接試験）日時：平成2年9月20日

休）午前10時　場所：十日町市北新田

中魚沼農業共済組合

　応募要領並びに願書は中魚沼農業共

済組合または、中里村役場総務課にあ

ります。詳細は中魚沼農業共済組合ま

でお問合わせください。智52－2264
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＠縫親学級・妊嫌検診

　欝翔塞霞鐡，上i灘病院

　母親掌級1受癒海2縫5一欝霊◎⑧

　　　　　㈱割簸婦輿の栄養

　　　　　　　　腹帯蓬乳房の華箋

　姪婦検診1受赫漁3霊舗～撫諭②

＠瓢幼児検診

　⑲月灘國翻繰健難繋嚢一

　乳鑓検診　擁．発。鐙．賛・鍛．麗生

　　　　　簸．2．4．懸》5．鍛生

　鰻組搬◎o磯3識
◎導欝がん検診

　8月23霞㈱・鍵霞㈱

　毒村病院産婦人科

◎胃鰹ん検診、

　鯛器睡擁晒5麟弱日・期圖・13欝

　会揚等健康影群灘ダー参照

　津南地域衛生施設組合では、下記の要

領で平成4年1月採用の職員を募集します。

　　　　　　　記
．1．職種及び採用予定人数

　機械操作技師　　　若干名

2．受験資格

　　昭和36年4月2日から昭和48年4

　　月1日までに生まれた者で、高等
　　学校卒業程度の学力を有する者。

た：fbま

工事中

3．試験日時及び試験場所

（1〉第1次試験

　①期日　平成2年9月30日（日）

　　　受付　午前9：00～午前9：40

　②試験場所県立長岡大手高校
　③試験方法
　　高等学校卒業程度の内容で、地

　　方公務員として必要な一般的知

　　識及び知能についての筆記試験

　　並びに作文試験を行います。

（2）第2次試験

　　平成2年11月下旬頃、津南町役

　　場において実施する予定です。

4．受験申込み期問及び場所

（1）申込み期間平成2年7月25日㈱

　　から平成2年8月24日㈲
（2〉申込場所　津南地域衛生施設組合

　　　（津南町役場町民課内）

　5月の広報でお知らせいたしました

が、まだ余有があります。この機会に

自分自身のために年一度は、一日人間

ドックを受け、健康管理に努めましょ
う。

※対象者　国保加入者で40～60歳まで

　　　　の人
※負担区分

年　齢 個人負担額 村　補　助

40　歳 9，300円 21，700円

41歳以上 15，500円 15，500円

実施場所

申込場所

新潟県労働衛生医学協会

　　十日町検診センター
中里村役場　保健課

工　事　名 場　所 工事費 請負業者 完了予定日

村道市之越山手線舗装 市之越
　万円330 福田道路㈱ 8月9日

県単林道角問土倉線開設 角　間 1，005 ㈲鈴芳建設 10月30日

村道通り山清津線改良 通り山 1，230 大村建設㈱ 11月4日

小原集落開発センター建築 小　原 2，253 広田木工所 10月27日

田代地区第1次農道舗装 田　代 2，440 上越舗道㈱ 11月30日

＠鑓環健康榛診豪後指導糞

　8潟2繍㈱輔撫鐡
　麟翔驚欝働縫⑧闘㈱・難霞㈹

　闇騨奮懸ほ役甥保健課ま懸。

＠墨穫混奢第一期・第鑑期

一百欝懸き・・灘襟壌ア・破傷風一

　響潟3瞬　総合遷ンター

　綬付）螂⑧O報5峯のO

今月の納税と振替日

■村県民税
■国民健康保険税

■国民年金保険料

■保育料

（8月31日）

（8月31日）

（8月27日）

（8月27日）

摺 広報躍勲富と 平成2年8目／0Eヨ
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　8月11日～9月10日
．カレン1タ㌧一

山田直樹さん
集落東田尻

青蕃しτまず

昭秘43年8月16臼生まれ22歳

15㈱

成人式合総合センター09：00～13：00

村民野球大会合中里中、村民グランド08：00～

15：00

清田山自然運動公園祭　合清田山　010：00～

盆おどり大会　食上山神社020：00～

16㈲
盆おどり大会　合上山神社　（1）20：00

17㈹
心配ごと相談日　合老人福祉センター
（913：00～16：00

＠角間、西方

18（土）
㊥高道山

⑲（日）
㊥程島、田代

20（月）
中魚沼郡老人クラブ連合会囲碁将棋大会合老
人福祉センター09：30～16：00
㊥重地、清田山、下山

21（幻
＠朴木沢、朴木沢新田

22㈱
㊥土倉、西田尻

24㈲
心配ごと相談日

25仕）
㊥芋沢、田沢、如来寺、田中、干溝、通り山、

　桂、小出、新屋敷、本屋敷、宮中
リゾート縦断ゲーム大会

⑳（日）
リゾート縦断ゲーム大会

㊥東田尻

29㈱
㊥上山、荒屋、山崎

30㈲
㊥倉下、芋川新田

31㈹
心配ごと相談日

％仕）
㊥小原

②（日）
村消防団秋季演習合田沢小グランド
（98：00～

3（月）
陶芸教室合村民体育館　019：30～21：30
㊥葎沢

7働
絵画教室合総合センター㊤19：30～21：30
心配ごと相談日

8仕）
㊥芋川

星座しし座
海液型麟型
身長、体重　173c田、60kg

仕事は、高幸建設で働いている。

趣味は、バイクや車で瀧る護と。

北海道に行ってみたい。あと、海

に泳ぎに行くことかな。スポーツ

は野球を少し、十日町市で野球の

チームに入っている。今度、テニ

スも始めようと思っている。性格

は、あきらめが早い方。結婚は、

20歳代前半にはしたい。村への要

望は、若者が定着できるような企

業の育成にカを入れてほしい。

⑳津南病院罐5扇綿

⑳古藤医院葎5南綿

㊧中条病院翫謂
⑳上村病院竃3重2111

⑳津南病院謬5南闇
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スギ 鉱鷺

村民憲章．醗纈鱗騒『幾翻翻麓懸

鷺．翻然灘愛襲糞麟麟緯蓬蓼饗鱗辮難

舞．縫康総鱗灘魏蓬総繕薩籔饗縷麟灘i¢

簸愛轍欝翻護翻懸灘繋懸鱒叢蜷蓼畷駿縫鶏
鷺、教i養麹深め叢駕の懸灘腰蔑騨構癒騨餐塑隷講¢

鷺、麟慧蓬趣肇麟懸調灘愚翻i憩蓼《縷講叢。

コンコンチキ

　「ありがた迷惑のコンコン
　　　　　　ばか　チキさ」とか「大馬鹿野郎の

　コンコンチキめ」などのよう

　に￥「コンコンチキ」という言

　葉は，意味を強調したり、冷

　やかし半分に言ったりすると

　きに使われます。

　「コンコン」や「コンチキ」
　　　　きっわ　は、もともと狐の鳴き声を表

　した擬声語で、それが狐の異

名としても用いられました。

　　　かね　また，鉦・笛・太鼓の音を
コンコンチキと表現したのは
　　か　さいばや　し
江戸の葛西灘子で、東京の江

戸川区に残る祭り灘子です。

馬鹿灘子￥若灘子とも呼ばれ

　ます。

　葛西灘子のコンコンチキに
　　　　　ぎおん対して，京都の祇園灘子は「コ

ンチキチン」。一か月に及ぶ祇

　　　　　　　やまぽこ園祭が￥最高潮に達する山鉾

巡行では，コンチキチンの響

きがムードを盛り上げます。

　川端康成の名作『古都』に

よると，ひとくちにコンチキ

チンといっても￥実は二十六

　　　　み　ぷ通りもあり、壬生狂言の灘子

に似ていたり，雅楽の灘子に

近かったりするとのこと。京

のコンチキチンは．江戸のコ

　　ンコンチキよりも、ずっ

姜　と複雑な音色をもってい
に重るようです。

葉

のルーツ
冨　瓢　7月末現在
　　　（）は前月比

●人口男3，390人（一2）女3，391人（±0）計6，781（一2）●世帯数1，639（＋1）

♂4


